
                               

第６回原村総合計画後期基本計画 修正箇所一覧 

令和２年 11月５日  

頁 修正前 修正後 

50 【現状と課題】 

●令和元年度の個人貸出冊数は～ 

【現状と課題】 

●令和元年度長野県公共図書館概況によ

ると、原村図書館の個人貸出冊数は～ 

51 【具体的な施策】 

①・閲覧スペースを確保するため、施設整

備について検討します。 

 

⑤第２次子ども読書活動推進計画に～ 

 

⑥・図書館利用の PR活動を行い、～ 

【具体的な施策】 

① 削除 

 

 

⑤第３次子ども読書活動推進計画に～ 

 

⑥・第３日曜日は「家庭で読書の日」の推

進など、図書館利用の PR活動を行い、～ 

55 【施策の達成指標】 

現状値：14回 

【施策の達成指標】 

現状値：18 回 

58 【現状と課題】 

～徐々に減少し、小学校は平成 10年の～ 

【現状と課題】 

～徐々に減少し、小学生は平成 10年の～ 

59 【現状と課題】 

●道徳・特別活動～の育成や、中学生のホ

ームステイによる国際交流を推進し、国際

感覚を持った人材の育成を図っています。 

 

【具体的な施策】① 

・園と小中学校への村独自の～ 

【現状と課題】 

●道徳・特別活動～の育成を図っていま

す。 

 

 

【具体的な施策】① 

・保育所と小中学校への村独自の～ 

60 【具体的な施策】 

④中学生による国際交流の推進 

・中学生のホームステイ事業を行い、国際

交流を推進します。 

 

⑤～⑨ 

【具体的な施策】 

④ 削除 

 

 

 

④～⑧ ※④が削除のため 

61 【４年後のめざす姿】 

自己有用感及び自己肯定感の説明文を追

加 

【４年後のめざす姿】 

自己有用感：自己の存在が周囲から認めら

れている、必要とされていると受け止める

感情 

自己肯定感：自らの価値や存在意義を肯定

できる感情 

資料№４ 



63 【４年後のめざす姿】 

●幼保小連携～子供の持つ無限の～ 

 

インクルーシブ教育の説明文を追加 

 

 

 

【現状と課題】 

～「中一ギャップ」と言われる～ 

【４年後のめざす姿】 

●幼保小連携～子どもの持つ無限の～ 

 

インクルーシブ教育：障がいのある子ど

も、障がいのない子どもが、共に同じ教育

を受けること 

 

【現状と課題】 

～「中１ギャップ」と言われる～ 

65 【現況と課題】 

３行目：～住民の文化、芸術の発表の場所

～ 

 

９行目：～常設展示し、香り高い文化の象

徴となっています。 

 

【具体的な施策】① 

住民の文化、芸術等の発表機会～ 

【現状と課題】 

３行目：～住民の文化、芸術活動の発表の

場所～ 

 

９行目：～常設展示し、原村の文化を発信

しています。 

 

【具体的な施策】① 

住民の文化、芸術活動等の発表機会～ 

66 【具体的な施策】③ 

・管理者の柔軟な発想による事業展開を図

り、～ 

【具体的な施策】③ 

・魅力ある企画・イベント等の事業展開を

図り、～ 

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な施策】 

①・収蔵庫内部の整理を進めます。 

・申し込みに応じて随時公開します。 

 

③臥竜遺跡における住民の協力による環

境整備の継続 

・住民協働により、体験学習の機会として

環境整備を実施します。 

 

④～⑤ 

 

⑤１行目：～住民へ情報発信する。 

 

⑤４行目：・埋蔵文化財発信拠点として原

村文化財整理室（柏木）周辺の整備 

 

 

 

【具体的な施策】 

①・収蔵庫内部の整理を進め、申し込みに

応じて随時公開します。 

 

③ 削除 

 

 

 

 

③～④ ※③が削除のため 

 

④１行目：～住民へ情報発信します。 

 

④４行目 削除 

 

 

 

 



67 ⑤５行目：柏木に移転した原村文化財整理

室で土器等の整理を積極的に進め、阿久遺

跡を中心に村の遺跡を紹介する展示室や

体験学習等を設置し、村の埋蔵文化財を広

く公開・活用します。 

 

【施策の達成指標】 

現状値：48,000 ㎡ 

目標値：51,000 ㎡（R2年からの累計） 

④５行目：・柏木に移転した原村文化財整

理室で土器等の整理を積極的に進め、阿久

遺跡を中心に村の遺跡を紹介する展示室

の整備や体験学習等を行い、村の埋蔵文化

財を広く公開・活用します。 

 

【施策の達成指標】 

現状値：2,721.2㎡（H30買上面積） 

目標値：2,984㎡ 

69 【４年後のめざす姿】 

●指定文化財のほか、鏝絵、裂織りなど～ 

 

 

【現状と課題】 

１行目：文化財は～尊い遺産であります。 

【４年後のめざす姿】 

●指定文化財のほか、鏝絵（コテエ）、裂織

りなど～ 

 

【現状と課題】 

１行目：文化財は～尊い遺産です。 

70 【具体的な施策】 

⑤原村の鏝絵（コテエ）の保護と活用 

 

【施策の達成指標】 

現状値：1,367 人 

【具体的な施策】 

⑤原村の鏝絵の保護と活用 

 

【施策の達成指標】 

現状値：1,297人 

72 【施策の達成指標】 

項目名：公園広場の整備を目的とした、お

らほうのむらづくり事業の活用 

現状値：０件 

目標値：３件 

【施策の達成指標】 

項目名：既存施設も含めた公園整備の検討 

現状値：― 

目標値：検討 

75 【具体的な施策】③ 

記載なし 

 

 

 

【施策の達成指標】 

村民保養施設利用奨励補助金の利用促進 

目標値：30件（延 100 人） 

【具体的な施策】③ 

・ニュージーランド プケコヘとの交流の

方法として、新たな取り組みを実施してい

きます。 

 

【施策の達成指標】 

村民保養施設利用奨励補助金の利用促進 

目標値：20 件（延 80人） 

76 【施策の達成指標】 

項目名：審議会等委員会に占める女性委員

の割合 

現状値：22.0％ 

目標値：34.5％ 

【施策の達成指標】 

項目名：原村女性団体連絡協議会の学習機

会の回数 

現状値：15 回 

目標値：18 回 



77 【現状と課題】 

●本村は～移住が多かったが、近年は子育

て世代の移住も増加している。 

 

【具体的な施策】 

①田舎暮らし見学会の拡充 

 

②若者Ｕターン支援事業 

 ～助成する制度を創出します。 

【現状と課題】 

●本村は～移住が多い傾向にありました

が、近年は子育て世代の移住も増加してい

ます。 

【具体的な施策】 

①田舎暮らし現地見学会の拡充 

 

②若者Ｕターン支援事業 

～助成する制度を検討します。 

78 【具体的な施策】 

⑤大学との連携事業 

・大学等との連携を通じて若者の視点を取

入れた事業を研究します。 

【具体的な施策】 

⑤村の魅力の再発見事業 

・村内の移住経験者とのつながり方を検討

し、具体的な移住要件の把握と、これに応

じた施策の検討を図ります。 

80 【施策の達成指標】の特定健診受診率 

現状値：42.0％ 

【施策の達成指標】の特定健診受診率 

現状値：42.1％ 

※毎年 10月末で更新されるため 

120 【４年後のめざす姿】 

●ＮＰＯ組織やボランティア組織等の自

主的活動に向け支援体制を整備します。 

【４年後のめざす姿】 

●ＮＰＯやボランティア組織等と、行政の

支援体制等について検討します。 

124 【具体的な施策】① 

４行目：・電子決済の導入などによる～ 

【具体的な施策】① 

４行目：・電子決裁の導入などによる～ 

125 用語の説明（自治体戦略 2040構想） 

～2040年に頃にかけて迫る～ 

 

【施策の達成指標】 

先端技術の導入数 

目標値：４ 

用語の説明（自治体戦略 2040構想） 

～2040年頃にかけて迫る～ 

 

【施策の達成指標】 

先端技術の導入数 

目標値：４（令和６年までの累計） 

126 【具体的な施策】② 

・令和元年度に、第２次八ヶ岳定住自立圏

共生ビジョンを策定し、新たに医療体制の

充実や、健康づくりの推進等が加わり、更

なる圏域内の活性化を図ります。 

【具体的な施策】 

・令和元年度に策定した、第２次八ヶ岳定

住自立圏共生ビジョンに基づき、「生活機

能の強化」、「結びつきやネットワークの強

化」及び「圏域マネジメント能力の強化」

の３つの政策分野において、更なる圏域内

の活性化を図ります。 

 


